
郡上かるた献立 

 

 

 

 

 

  
 

 

 
 

 

 

 

１月は「そ」の札
ふだ

です。 

1953 年(昭和 28 年)、奥
おく

明方
みょうがた

村
むら

(今の明宝
めいほう

)では、畜産
ちくさん

を盛
さか

ん

にすることと食生活
しょくせいかつ

の改善
かいぜん

を目的
もくてき

にして、ハムを作り始めまし

た。 

１２月４日(火) 

「昔
むかし

ながらの味
あじ

、

幻
まぼろし

のハム」といわ

れ、添加物
て ん か ぶ つ

や

保存料
ほぞんりょう

を使わない

で、手作
て づ く

りを大切
たいせつ

にしています。 

戦争
せんそう

が終った
お わ っ た

頃
ころ

だったので、ぜいた

くな食べ物
た べ も の

と思
おも

われていましたが、

だんだんおいしいハムだと知
し

られ

るようになり、NHK番組
ばんぐみ

『明るい

農村
のうそん

』で取り上げられて全国的
ぜんこくてき

に

有名
ゆうめい

になりました。 

 

明方
みょうがた

ハム・明宝
めいほう

ハムのどちらもおいしいですね！ 


